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紙飛行機を用いた探究的な数学的思考力の育成 
札幌龍谷学園高等学校 

鈴木真生 

 

1.はじめに 

 生徒達の多くが数学の学習に苦手意識を

感じている現状，意欲的に学習に向かうこ

とができるような工夫が求められている。

更に，私の授業では教室での講義形式がほ

とんどであり，生徒達の持つ創造力は生か

されていない。なので，生徒たちが意欲的に

学習に向かい，生徒たちが持つ創造力を生

かせる授業のデザインを思い描いていた。 

今回は，誰しも１度は工夫をして遊んだこ

とがあるであろう，紙飛行機を用いて課題

解決を目的とした探究的な授業をデザイン

し，実践を行った。 

 

2.1.授業概要 

「長時間飛ぶ紙飛行機を制作しよう」 

上記のテーマで体育館２時間，教室２時間

の授業をデザインした(図１)。 

 

図 1 授業案 

生徒達には４~６人班になってもらった。さ

らに，全体の流れを以下の５段階に分け，生

徒達には３つの課題を課した。 

① グループを決めよう 

② 試作機を作って飛ばしてみよう 

③ 機体を決めて記録会に挑もう 

④ 紙飛行機の制作手順書をつくろう 

⑤ 班の機体について発表しよう 

課題１…長時間飛ぶ紙飛行機の制作 

課題２…紙飛行機の制作手順書の作成 

課題３…制作機体についての発表 

 

2.2 レギュレーション 

 今回の授業を行うにあたって，レギュレ

ーションの設定を行った(図２)。 

 

図 2 レギュレーション 

この授業の目的は生徒たちが意欲的に参加

し，個人の持つ数学的思考力などの能力を

育むことにある。その為，失敗例や飛行記録

をすべて残すことを指示している。 

体育館での活動では，調査→実験→評価→

改良→調査の問題解決のサイクルが発生す

るよう，生徒たちへの声掛けが求められる。 
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2.3 生徒達へ課した課題 

 生徒達に貸した課題では，それぞれに対

して育みたい能力を設定していた(表１)。 

表 1 育みたい能力 

課題１ 

長時間飛ぶ

紙飛行機の

制作 

課題２ 

紙飛行機の

制作手順書

の作成 

課題３ 

制作機体に

ついての発

表 

主体性， 

コミュニケ

ーション能

力， 

創造力， 

課題解決能

力 

論理的思考

力， 

表現力 

プレゼンテ

ーション能

力， 

表現力， 

主体性， 

対応力 

また，この活動の中で失敗を恐れずに挑戦

をする姿勢，経験，課題解決の姿勢を重要視

して欲しいという思いもある。 

 

2.4 体育館での実践 

実際の体育館での授業では，生徒の活発

な活動が見られた。iPad を活用し制作する

姿や本を利用，教員に聞きに行く姿も見ら

れた(画像１~３) 。更に，「長時間飛ぶ紙飛

行機」のために高いところから飛ばす事や，

クリップや紙を利用し重さを調節するなど

の工夫を生徒たちが自ら考え挑戦する姿が

見られた(画像４)。 

 記録会での結果を提出させ(図３)，生徒

全員に共有をした。他班と比較することで，

別のアイデアに触れることができ，自由時

間には個人で創意工夫を凝らした機体を飛

ばし，記録を伸ばしている者もいた。 

 

画像 1 

 

画像 2 

 

画像 3 

 

画像 4 
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図 3 記録会結果 

 

2.5 制作手順書の作成 

 生徒個人への課題として，班で作成した

機体の制作手順書の作成を指示した(図４)。 

 

図 4 課題２ 

動画の使用を禁止し，「誰が見ても分かるよ

うに」という指示のみ行い，生徒個人の独創

性に任せた。インターネットの制作手順を

そのまま引用したと見える手順書(図５)を

提出した生徒がいた一方で，自分で 1 から

折り，注意点などを細かに解説している手

順書(図６,７)も見られた。 

このような，文字や図を用いて人に説明す

る能力は，多くの場面で生かされるように

思う。また，図６,７を制作した生徒はこれ

以降の学習で丁寧に説明するために，手順

を残す事を心がけるようになったと感じて

いる。 

 

図 5 

 

図 6 

 

図 7 
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2.6 制作機体についての発表 

 班への課題として制作機体についての発

表を行った(図８)。 

 

図 8 課題３ 

発表については，動画を多く利用し，工夫す

る前後の違いを見せる班や多くの記録から

論理的に組み立てていく班が見られた。ま

た，５分という制限時間を話せるように原

稿を用意してきている班もあった。 

その中で驚かされたものは，練習の中で

得た記録から最大値と平均値を調べ，機体

を選んだ根拠としてきた班(図９)と航空工

学の飛行原理に関わる専門的な視点を考察

で上げた班(画像５，図 10,11)だ。 

 

図 9 数学的な視点を用いた例 

 

画像 5 

 

図 10 専門的な視点を用いた例１ 

 

図 11 専門的な視点を用いた例１ 

特別な指示はしていないにも関わらず，デ

ータを整理し最良の機体を選ぶ根拠とした

班は記録会の結果が振るわなくとも，私が

意図していた数学的な視点を課題解決に活

かす姿勢を行っていた。 

更に，専門的な視点を考察で上げた班につ

いては，多くの実験を通して得た考察であ

る。そのため，数学にとどまらず理科やそれ
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以外の探究的な活動で活かせる能力を育む

ことができているように思う。 

 

2.7 生徒の振り返り 

 4 時間の活動を終え，生徒に授業の振り

返りを自由記述で実施した。以下に感想や

反省を一部記載する。 

⚫ もっと色々試してみるべきだった 

⚫ 紙飛行機を初めて作った 

⚫ 色々試してみるのは楽しかった 

⚫ 発表練習をしておけば良かった 

⚫ 自分の意見を言えたら思った 

⚫ 積極的に意見を出せた 

⚫ 自分たちで改良するのが楽しかった 

⚫ 今まで考えたことがなかったので，い

ろいろ作って試してみるのが面白かっ

た 

全体的に楽しかった，面白かったという意

見が多く見られた。その中でも，こうしてい

ればよかったなどの反省が見られたことは

大きな成果と言えるのではないだろうか。

また，生徒たちに求めていた，失敗を恐れず

に挑戦をする姿勢，経験，課題解決の姿勢を

育むことができたように思う。 

 さらに，【「こんなことをやってみたい！」

や「これってどうして…？」があれば教えて

ください。】という問いに対して以下のよう

な意見があった。 

⚫ 次は長距離飛ぶ紙飛行機を今回みたい

な感じでやってみたい 

⚫ ホンモノの人工衛星作りたい 

⚫ 鳥人間コンテストみたいなやつやって

みたい 

⚫ 飛行機は重いのに飛ぶのはなぜか 

このように，紙飛行機や航空宇宙工学を足

掛かりとした意見が見られ，生徒たちの興

味関心を惹くトピックを提供できたことが

大変うれしく思う。 

 

3.終わりに 

 多くの生徒に意欲的に学習に向かってほ

しいという思いからデザインした授業であ

ったが，生徒たちは私が想定していたもの

よりも多くの学びや個人の持つ素晴らしい

能力を見せてもらったように思う。この授

業以降，「次は何をやるのか」「こんな授業を

してほしい」「授業のここを変えてほしい」

といった意見交換も活発になっている。生

徒達に合う，生徒たちの授業作りを求めら

れているという学びにもなっている。 

 今回は紙飛行機という入り口であったが，

他にも現実世界の事柄から数学を深める授

業をデザインできるのではないかと考えて

いる。今後は他教科との連携を深め，主体

的・探究的活動を行っていきたいと考えて

いる。 


